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【
竹
内
整
一
】　

そ
れ
で
は
早
速
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

の
池
澤
優
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
池
澤
優
】　

す
で
に
自
己
紹
介
は
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
専
門
に
つ
い
て
だ
け
一
言
申
し
あ
げ
ま
す
。
実
は
私
の
本
来
の
専

門
は
中
国
古
代
の
宗
教
、
な
か
ん
ず
く
出
土
資
料
文
献
に
基
づ
い
て
の
研
究
で
す
が
、
こ
の
発
表
で
は
現
代
の
中
国
に
お
け
る
生

命
倫
理
を
主
題
に
し
て
い
ま
す
。
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﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
に
お
け
る
＂
伝
統
＂

―
Juria T

ao ed., C
hina: B

ioethics, Trust, and the C
hallenge of the M

arket  (2008)

を
題
材
と
し
て

池
澤
優
￤
東
京
大
学
教
授

﹁
東
ア
ジ
ア
の
死
生
学
へ
﹂
と
題
さ
れ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
北
京
、
台
北
、
そ
し
て
今
回
の
ソ
ウ

ル
と
三
年
続
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
発
表
者
は
、
生
命
倫
理
の
言
説
を
死
と
生
に
関
す
る
考
え
方
の
現
代
的
な
表
れ

と
し
て
捉
え
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
考
え
方
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
発
表
し
て
き
た
。

二
〇
〇
八
年
の
発
表
︵﹁
生
命
倫
理
と
文
化
・
伝
統
﹂︶
で
は
、
生
命
倫
理
と
い
う
学
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

問
が
世
界
中
に
拡
散
す
る
に
つ
れ
、
文
化
の

違
い
を
反
映
し
た
多
様
な
言
説
が
現
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
分
析
し
、
中
国
に
お
け
る
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
試
み
を
事
例
と
し

て
と
り
あ
げ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
︵﹁
現
代
的
宗
教
性
と
し
て
の
生
命
倫
理
﹂︶、
中
国
大
陸
に
お
け
る
生
命
倫
理
の
特
徴
を
分

析
し
、
そ
の
考
え
方
が
実
は
清
代
末
期
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
﹁
近
代
﹂
が
摂
取
さ
れ
る
過
程
の
中
で
成
立
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
再
び
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
を
扱
い
た
い
。

こ
こ
で
言
う
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
と
は
、
欧
米
︵
主
に
ア
メ
リ
カ
︶
で
教
育
を
受
け
た
何
人
か
の
中
国
人
生
命
倫
理
学
者
に

よ
る
思
想
的
な
活
動
を
指
す
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
的
な
生
命
倫
理
︵
以
下
、
こ
れ
を
標
準
的
生
命
倫
理
と
呼
ぶ
︶
に
対
抗
す
る
た
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め
に
、
意
図
的
に
儒
教
的
価
値
観
に
訴
え
、
別
の
論
理
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
活
動
は
個
別
に
は
中
国

語
で
も
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
はSpringer

社
か
ら
出
版
さ
れ
たA

sian Studies in B
ioethics and the 

Philosophy of M
edicine

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
現
在
ま
で
に
以
下
の
六
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

Fan, R
uiping ed., C

onfucian B
ioethics , 1999.

T
ao Lai P

o-w
ah, J. ed., C

ross-C
ultural Perspectives on the (Im

)Possibility of G
lobal B

ioethics , 2002.

E
ngelhardt Jr., H

. T
ristram

 and R
asm

ussen, L. M
. eds., B

ioethics and M
oral C

ontent: N
ational T

raditions of H
ealth C

are 

M
orality  (P

apers D
edicated in T

ribute to K
azum

asa H
oshino), 2003.

R
en-Z

ong Q
iu ed., B

ioethics: A
sian Perspectives: A

 Q
uest for M

oral D
iversity , 2004.

Lee, Shui C
huen ed., T

he Fam
ily, M

edical D
ecision-M

aking, and B
iotechnology: C

ritical R
eflections on A

sian M
oral Perspectives , 

2007.

Juria T
ao ed., C

hina: B
ioethics, T

rust, and the C
hallenge of the M

arket , 2008.

本
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
主
任
はR

uiping Fan

︵
范
瑞
平
、
香
港
城
市
大
学
公
共
及
社
会
政
策
学
系
准
教
授
︶
で
あ
り
、

H
. T

ristram
 E

ngelhardt Jr.

が
編
集
主
任
を
つ
と
め
るPhilosophy and M

edicine

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
内
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
四
年
の
論
文
集
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
取
り
上
げ
た1
。
今
回
は
二
〇
〇
八

年
の
論
文
集
︵
以
下
、
本
論
文
集
と
略
称
︶
に
つ
い
て
扱
い
た
い
。
こ
の
論
文
集
は
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
に
お
け

る
健
康
保
健
︵health care

︶
政
策
、
と
り
わ
け
最
近
の
医
療
・
社
会
保
険
制
度
の
改
革
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る2
。
但
し
、
発

表
者
の
関
心
は
中
国
の
健
康
保
健
政
策
で
は
な
く
、
生
命
倫
理
学
者
た
ち
の
も
の
の
考
え
方

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
。
彼
ら
が
人
間
の
生
と
死
に
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つ
い
て
如
何
な
る
論
理
を
構
築
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
論
理
構
築
に
伝
統
的
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。

一
．「
儒
教
的
生
命
倫
理
」
と
い
う
試
み

本
論
文
集
は
、
香
港
城
市
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
健
康
保
健
・
市
場
・
道
徳
と
伝
統
文
化
の
資
源
﹂︵H

ealth C
are, 

M
arket, M

arality, and the R
esource of T

raditional C
ulture

︶
が
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
年
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
健

康
保
健
改
革
に
お
け
る
市
場
の
役
割
と
問
題―

多
文
化
的
視
点
﹂︵T

he role and the challenge of the m
arket in health care 

reform
: cross-cultural perspectives

︶
の
報
告
書
で
あ
り
、
全
体
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Juria T
ao

︵
陶
黎
寶
華
︶
編
﹃
中
国―
生
命
倫
理
、
信
頼
、
市
場
の
問
題
﹄︵C

hina: B
ioethics, T

rust, and the C
hallenge of 

the M
arket

︶

第
一
部　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン―
信
頼
、
市
場
と
生
命
倫
理
︵Introduction: T

rust, T
he M

arket and B
ioethics

︶

Julia T
ao

︵
陶
黎
寶
華
︶﹁
前
書
き―
信
頼
の
生
命
倫
理
﹂︵Preface: T

he B
ioethics of T

rust

︶

H
. T

. E
ngelhardt Jr.

︵
ラ
イ
ス
大
学
教
授
︶・A

aron H
. H

inkley

︵
ラ
イ
ス
大
学
、Journal of M

edicine and 

Philosophy

編
集
長
︶﹁
中
国
の
健
康
保
健
政
策―
倫
理
的
問
題
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹂︵C

hinese 

H
ealth C

are P
olicy: A

n Introduction to the M
oral C

hallenges

︶

第
二
部　

中
国
の
健
康
保
健
政
策
︵H

ealth C
are Policy in C

hina
︶

Y
ongfu C

ao

︵
曹
永
福
、
山
東
大
学
医
学
倫
理
学
研
究
所
副
教
授
︶・Y

unling W
ang

︵
王
雲
嶺
、
同
講
師
︶・
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Linjuan Z
heng

︵
鄭
林
娟
、
同
講
師
︶﹁
中
国
に
お
け
る
健
康
保
健
の
分
配
に
対
す
る
儒
教
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―

動
態
的
地
勢
﹂︵T

ow
ards a C

onfucian A
pproach to H

ealth C
are A

llocation in C
hina: A

 D
ynam

ic 

G
eography

︶

B
enfu Li

︵
李
本
富
、
北
京
大
学
医
学
部
中
美
医
師
職
業
精
神
研
究
中
心
教
授
︶・Linying H

u

︵
胡
林
英
、
北

京
大
学
医
学
部
医
学
倫
理
学
教
研
室
副
教
授
︶﹁
信
頼
は
医
者―

患
者
関
係
の
核
で
あ
る―

伝
統
的
中
国

医
療
倫
理
の
視
点
か
ら
﹂︵T

rust is the C
ore of the Physician-Patient R

elationship: From
 the V

iew
point of 

T
raditional C

hinese M
edical E

thics

︶

X
iao Y

ong C
hen

︵
沈
曉
陽
、
山
東
省
生
命
倫
理
研
究
院
院
長
、
教
授
︶・T

ongw
ei Y

ang

︵
楊
同
衛
、
同
副
教

授
︶・X

iuqin Shen

︵
沈
秀
芹
、
同
講
師
︶﹁
中
国
に
お
け
る
医
療
資
源
、
市
場
と
私
立
病
院
の
発
展
﹂︵M

edical 

R
esources, the M

arket, and the D
evelopm

ent of Private H
ospitals in C

hina

︶

H
. T

. E
ngelhardt Jr.

﹁
中
国
よ
、
用
心
せ
よ―

ア
メ
リ
カ
の
健
康
保
健
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
何
を
学
ぶ
べ

き
か
﹂︵C
hina, B

ew
are: W

hat A
m

erican H
ealth C

are has to Learn from
 Singapore

︶

第
三
部　

信
頼
、
利
益
、
不
足
、
完
全
さ―

儒
教
思
想
と
伝
統
的
倫
理
︵T

rust, Profit, Scarcity and Integrity: 

C
onfucian T

hought and T
raditional M

orality
︶

Julia T
ao

︵
陶
黎
寶
華
︶﹁
儒
教
に
お
け
る
信
頼
、
市
場
と
健
康
保
健
改
革
﹂︵C

onfucian T
rust, M

arket and 

H
ealth C

are R
eform

︶

A
na Iltis

︵
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
健
康
保
健
倫
理
セ
ン
タ
ー
講
師
︶﹁
中
国
に
お
け
る
効
果
的
・
持
続
的
健
康
保

健
シ
ス
テ
ム
の
追
求―

健
康
保
健
機
構
の
役
割
﹂︵T

he Pursuit of an Efficient, Sustainable H
ealth C

are 

System
 in C

hina: T
he R

ole of H
ealth C

are O
rganizations

︶
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R
uiping Fan

︵
范
瑞
平
、
香
港
城
市
大
学
准
教
授
︶﹁
中
国
の
健
康
保
健
に
対
す
る
儒
教
の
再
構
築
の
ア
プ
ロ
ー

チ―

倫
理
的
原
則
、
市
場
、
政
策
改
革
﹂︵A

 R
econstructionist C

onfucian A
pproach to C

hinese H
ealth 

C
are: T

he E
thical P

rinciples, the M
arket, and Policy R

eform
s

︶

第
四
部　

市
場
と
健
康
保
健
︵T

he M
arket and H

ealth C
are

︶

Z
hizeng D

u

︵
杜
治
政
、﹃
医
学
与
哲
学
﹄
誌
主
編3

︶﹁
健
康
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
市
場
と
儒
教
倫
理
の
伝
統
﹂

︵H
ealth C

are Services, M
arkets, and the C

onfucian M
oral T

radition: E
stablishing a H

um
anistic H

ealth 

C
are M

arket

︶
Frederic J. Fransen

︵Liberty Fund, Inc.

︶4
﹁
市
場
、
信
頼
と
責
任
の
文
化
の
育
成―

中
国
の
健
康
保
健
政
策
に

対
す
る
意
味
﹂︵M

arkets, T
rust, and the N

urturing of a C
ulture of R

esponsibility: Im
plications for H

ealth 

C
are P

olicy in C
hina
︶

Jerem
y R

. G
arrett

︵
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
校
講
師
︶﹁
市
場
に
お
け
る
専
門
職
の
徳
の

促
進―

中
国
の
健
康
保
健
改
革
を
め
ぐ
る
難
題
に
対
す
る
考
察
︶Fostering Professional V

irtue in the 

M
arket: R

eflections on the C
hallenges Facing C

hinese H
ealth C

are R
eform

︶

第
五
部　

中
国
の
未
来
を
展
望
す
る―
孔
子
は
健
康
保
健
市
場
を
導
け
る
の
か
？
︵Looking to the Future of 

C
hina: C

an C
onfucius G

uide the H
ealth C

are M
arket?

︶
R

en-Z
ong Q

ui

︵
邱
仁
宗
、
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
教
授
︶﹁
健
康
保
健
改
革
に
つ
い
て
﹂︵O

n the 

R
eform

 of H
ealth C

are R
eform

︶

Justin T
. H

o

︵
ラ
イ
ス
大
学
、Journal of M

edicine and Philosophy

副
編
集
︶﹁
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
健
康
保
健

シ
ス
テ
ム
は
倫
理
的
に
問
題
な
の
か
？―

哲
学
的
分
析
﹂︵Is Singapore’s H

ealth C
are System

 M
orally 
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P
roblem

atic? A
 P

hilosophical A
nalysis

︶

﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
と
い
う
試
み
が
、
如
何
な
る
動
機
に
根
ざ
し
、
何
を
目
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
上
述
の
シ
リ
ー
ズ
の
最

初
の
一
冊
﹃
儒
教
的
生
命
倫
理
﹄
と
い
う
論
文
集
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
年
の
発
表
で
扱
っ
た

の
で
、
必
要
最
低
限
の
範
囲
で
、
そ
れ
を
要
約
し
て
お
き
た
い
。
中
国
の
生
命
倫
理
は
、
伝
統
︵
特
に
中
国
医
学
に
お
け
る
医
療

倫
理
の
伝
統
︶
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
伝
統
を
ほ
ぼ
無
視
す
る
も
の
と
、
伝
統
を
︵
あ
る
意
味
で
は
過
剰
に
︶
重
視
す
る
も
の

に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る5
。﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
と
い
う
試
み
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
後
者
に
属
す
る
。
そ
の
主
張

者
た
ち
は
、
多
様
な
価
値
観
が
共
存
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、
真
に
﹁
内
容
あ
る
︵content-full

︶
倫
理
﹂
は
日
常
生
活
に
密
着

し
た
と
こ
ろ
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
と
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
日
常
生
活
は
儒
教
的
伝
統
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、
自
律
し
た
個

人
の
自
己
決
定
に
最
高
の
価
値
を
置
く
標
準
的
生
命
倫
理
に
満
足
し
な
い
。
そ
こ
で
、
儒
教
的
伝
統
に
訴
え
る
こ
と
で
、
彼
ら
の

生
活
感
情
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
し
た
生
命
倫
理
の
構
築
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

﹃
儒
教
的
生
命
倫
理
﹄
の
論
文
集
で
採
用
さ
れ
て
い
た
論
理
は
主
に
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
心
身
二
元
論
の
否
定
で
あ
る
。
中

国
の
思
想
で
は
身
体
も
精
神
も
共
に
一
つ
の
﹁
気
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
る
か
ら
、
究
極
的
に
は
両
者
は
連
続
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
間
に
決
定
的
な
断
絶
は
存
在
し
な
い
。
第
二
は
、
他
か
ら
分
断
さ
れ
た
主
体
と
い
う
ア
ト
ム
的
な
人
間
観
の
否
定
で
あ
る
。
儒

教
で
は
宇
宙
の
万
物
に
は
究
極
的
な
存
在
の
根
拠
で
あ
る
﹁
天
﹂
の
理
法
︵﹁
理
﹂︶
が
貫
流
し
て
い
る
と
考
え
る
。
人
間
は
自
己

を
洞
察
す
る
こ
と
で
内
在
す
る
﹁
理
﹂
の
自
覚
に
至
り
、
そ
の
上
で
他
者
・
社
会
を
も
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
天
﹂
の

法
則
性
︵﹁
道
﹂︶
を
実
現
さ
せ
る
責
務
が
あ
る
。
こ
の
構
造
の
中
で
人
間
は
本
質
的
に
社
会
的
存
在
と
規
定
さ
れ
、
個
人
や
世
界

と
の
間
に
断
絶
は
存
在
し
な
い
。
儒
教
的
生
命
倫
理
は
、
こ
の
全
体
論
的
︵holistic

︶
世
界
観
に
基
づ
き
、
人
間
の
／
死
、
健
康

／
病
気
を
個
人
の
身
体
に
限
定
せ
ず
に
、
身
体―

精
神
、
個
人―

社
会
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
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﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
営
み
が
有
す
る
も
う
一
つ
の
面
は
、
本
論
文
集
で
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
執
筆
し
て
い
る
エ
ン
ゲ

ル
ハ
ー
ト
の
理
論
を
実
践
的
に
展
開
し
て
い
る
も
の
と
い
う
性
格
で
あ
る
。﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
中
心
的
提
唱
者
で
あ
る
范

瑞
平
を
始
め
と
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
研
究
者
が
本
論
文
集
に
は
多
く
執
筆
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、

本
論
文
集
所
載
の
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
論
文
を
中
心
に
、
そ
の
理
論
が
ど
の
よ
う
に
儒
教
と
つ
な
が
る
の
か
、
見
て
み
た
い
。

二
．
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
議
論

こ
こ
で
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
と
い
う
生
命
倫
理
学
者
に
つ
い
て
贅
言
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
一
九
四
一
年
、

テ
キ
サ
ス
生
ま
れ
、
テ
キ
サ
ス
大
学
で
哲
学
を
、
ツ
レ
イ
ン
大
学
で
医
学
の
学
位
を
取
り
、
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
学
、
ラ
イ
ス
大
学

で
教
授
を
務
め
た
、
ア
メ
リ
カ
の
生
命
倫
理
学
界
の
重
要
人
物
で
あ
る
。
主
著
﹃
生
命
倫
理
の
基
礎
づ
け6
﹄
の
中
で
彼
は
、
西
洋

の
倫
理
思
想
は
人
間
は
普
遍
的
な
理
性
を
共
有
す
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
理
性
を
通
し
て
普
遍
的
な
倫
理
を
獲
得
す
る
こ
と
を

指
向
し
て
き
た
が
、
様
々
な
価
値
観
・
人
間
観
を
持
つ
﹁
倫
理
的
異
人
﹂
が
混
在
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
前
提
自
体

が
成
立
し
な
い
と
い
う
。﹁
内
容
の
あ
る
倫
理
﹂
は
特
定
の
価
値
観
と
人
間
観
に
依
拠
す
る
こ
と
で
始
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、

我
々
は
も
は
や
そ
の
よ
う
な
倫
理
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
状
況
で
は
、
暴
力
以
外
に
特
定
の
価
値
と
世
界
観
を
普

遍
化
す
る
手
段
は
な
い
。
暴
力
に
訴
え
な
い
で
人
々
が
協
働
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
は
合
意
︵agreem

ent

︶
で
あ
り
、
そ
れ

が
合
意
を
与
え
る
自
由
、
同
意
で
き
な
く
て
も
抑
圧
を
受
け
な
い
と
い
う
意
味
で
の
基
本
的
平
等
と
共
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る

﹁
普
遍
的
に
し
て
内
容
の
な
い
︵contentless

︶
世
俗
的
倫
理
﹂﹁
手
続
き
﹂︵procedure

︶
に
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
、
現
代
の
世

俗
社
会
で
、
個
々
人
が
自
己
決
定
に
基
づ
い
て
選
択
し
、
行
為
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
そ
の
内
容
が

善
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。﹁
内
容
の
な
い
倫
理
﹂
は
単
に
争
わ
ず
に
共
存
す
る
手
続
き
を
示
す
の
み
で
、
人
間
で
あ
る
こ
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と
の
意
味
と
価
値
は
各
共
同
体
が
有
す
る
﹁
内
容
あ
る
倫
理
﹂
に
よ
っ
て
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、﹁
内
容
の
な
い
倫
理
﹂

に
基
づ
い
て
、
多
様
な
価
値
観
と
意
志
決
定
を
許
容
し
つ
つ
、
各
共
同
体
の
内
部
に
お
け
る
独
自
の
価
値
と
倫
理
を
保
存
・
促
進

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
理
論
の
骨
子
に
な
る
。

彼
の
理
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
多
元
的
な
価
値
の
併
存
を
擁
護
す
る
も
の
と
し
て
高
い
評
価
に
値
す
る
が
、
同
時
に
、
数

多
く
の
欠
点
を
含
ん
で
い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
一
点
だ
け
述
べ
る
な
ら
、
そ
の
中
で
は
、
多
く
の
﹁
倫
理
的
異
人
﹂
た
ち
が
対

話
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
倫
理
性
の
共
有
に
至
る
可
能
性
が
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
、
彼
は
一
つ

の
共
同
体
は
一
つ
の
価
値
と
倫
理
を
共
有
す
る
よ
う
に
図
式
化
し
て
い
る
が
、
通
常
、
如
何
な
る
共
同
体
で
あ
っ
て
も
、
多
様
な

価
値
が
併
存
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
価
値
と
倫
理
の
共
有
に
よ
っ
て
共
同
体
が
成
り
立
つ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
際
限
の
な
い

細
分
化
し
か
も
た
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
彼
の
理
論
が
儒
教
と
ど
う
接
合
す
る
の
か
を
考
え
る
と
き
に
、
特
に
重
要

に
な
る
。

本
論
文
集
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
論
文
︵﹁
中
国
の
健
康
保
健
政
策
﹂
と
﹁
中
国
よ
、
用
心
せ
よ
﹂
の
二
つ
︶
に
お
け

る
議
論
の
出
発
点
は
、
社
会
民
主
主
義
的
な
健
康
・
社
会
保
険
政
策
は
、
高
齢
化
の
中
で
維
持
不
可
能
な
だ
け
で
な
く
︵
人
口
学

的
危
機
︶、
国
民
が
全
体
の
コ
ス
ト
を
考
え
て
責
任
あ
る
選
択
を
し
な
く
な
る
道
徳
上
の
危
機
、
政
治
家
が
無
責
任
に
社
会
保
障

を
公
約
す
る
政
治
上
の
危
機
、
健
康
に
関
す
る
特
定
の
考
え
方
と
選
択
を
国
民
に
強
い
る
哲
学
上
の
危
機
を
招
い
て
い
る
と
い
う

観
察
に
あ
る
。
人
間
の
有
限
性
︵
誰
も
が
病
気
に
な
り
、
最
終
的
に
は
死
ぬ
︶
を
前
に
し
て
、
全
て
の
国
民
が
可
能
な
限
り
高
度

な
医
療
を
平
等
に
受
け
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
単
純
に
実
現
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
医
療
費
全
体
の
コ
ス
ト
を

低
減
し
、
国
民
が
責
任
あ
る
選
択
を
行
う
よ
う
に
誘
導
す
る
た
め
に
は
、
政
府
が
一
義
的
に
健
康
保
健
を
規
定
す
る
制
度
を
や
め
、

市
場
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
各
人
が
自
由
に
選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
市
場
は
自
由
、
有
効

性
、
革
新
の
点
で
こ
そ
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
の
中
に
道
徳
性
と
愛
他
性
は
存
在
し
な
い
。
市
場
が
有
効
に
機
能
す
る
た
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め
に
は
、
規
則
の
確
立
︵
法
に
よ
る
支
配
︶
と
、
信
頼
︵trust

︶
を
醸
成
す
る
道
徳
性
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
一

方
で
は
先
述
の
よ
う
に
、
道
徳
性
は
特
定
の
価
値
観
、
即
ち
特
定
の
共
同
体
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
そ
こ
で
各
共

同
体
が
愛
他
性
に
基
づ
く
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に
対
し
て
自
由
に
提
供
し
、
各
人
が
自
由
に
そ
れ
を
選
択
す
る
体
制
を
確
立
す

る
な
ら
、﹁
正
直
さ
・
信
頼
・
慈
善
の
実
質
的
な
実
現
を
促
進
で
き
る
共
同
体
の
生
活
﹂
が
可
能
に
な
る
。

従
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
構
築
し
よ
う
と
す
る
健
康
保
健
シ
ス
テ
ム
は
、
政
府
の
関
与
は
最
低
に
押
さ
え
︵
法
の
施
行
と

幾
つ
か
の
基
本
的
医
療
に
限
定
す
る
︶、
市
場
に
よ
る
自
由
な
競
争
と
選
択
を
基
本
と
し
つ
つ
、
営
利
団
体
だ
け
で
な
く
、
非
営

利
的
集
団
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
参
入
さ
せ
る
こ
と
で
、﹁
内
容
あ
る
倫
理
﹂
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
洋

に
お
い
て
こ
れ
を
体
現
す
る
の
は
宗
教
教
団
が
運
営
す
る
医
療
機
構
で
あ
る
が
、
そ
の
土
壌
が
な
い
中
国
に
お
い
て
彼
が
期
待
す

る
の
が
、
儒
教
の
遺
産
、
な
か
ん
ず
く
﹁
孝
﹂
の
倫
理
で
重
視
さ
れ
る
家
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
当
然
、
諸
家
族
が
平

等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
︵
収
入
に
よ
る
格
差
が
生
じ
る
︶、
あ
る
種
の
全
体
主
義
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
︵
家
族

と
い
う
価
値
を
国
民
に
お
し
つ
け
る
︶
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
平
等
な
権
利
と
い
う
考
え
方
が
道
徳
的
、
政
治
的
、
哲
学
的
危
機

を
招
い
て
い
る
と
考
え
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
、
平
等
の
押
し
つ
け
は
個
人
の
尊
厳
を
体
現
す
る
財
産
権
を
犯
す

も
の
だ
と
さ
れ
る
。

こ
の
論
文
は
、
多
様
な
考
え
方
の
自
由
な
参
与
か
ら
出
発
し
て
、
最
終
的
に
家
族
と
い
う
伝
統
的
価
値
観
の
強
制
を
主
張
す
る

こ
と
で
終
わ
る
点
で
、
奇
妙
な
印
象
を
受
け
る
が
、
こ
れ
は
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
狙
い
を
理
解
す
る
な
ら
、
納
得
で
き
る
。
彼

は
標
準
的
生
命
倫
理
の
基
本
原
則
で
あ
っ
た
自
律
と
自
由
だ
け
で
は
健
康
保
健
体
制
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
を
見
抜
き
、
そ
れ
に

代
わ
る
中
間
的
共
同
体
︵
例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
よ
う
な
︶
に
軸
足
を
移
し
た
体
制
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
発
表
の
目

的
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
議
論
が
儒
教
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
の
方
が
問
題
に
な
る
。
即
ち
、﹁
内
容
あ
る
倫
理
﹂
に

支
え
ら
れ
た
共
同
体
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
責
任
を
持
つ
べ
き
と
い
う
主
張
は
、
権
利
と
平
等
に
関
す
る
彼
自
身
の
考
察
か
ら
導
き
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出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
的
に
儒
教
と
は
関
係
し
な
い
。﹁
内
容
あ
る
倫
理
﹂
を
有
す
る
共
同
体
と
い
う
結
論
が
先
に
あ
り
、

そ
の
共
同
体
の
候
補
と
し
て
、
儒
教
の
中
か
ら
家
族
が
恣
意
的
に
選
び
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ン

ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
儒
教
の
研
究
者
で
は
な
い
か
ら
、
彼
に
儒
教
の
全
体
的
な
構
造
を
踏
ま
え
た
上
で
、
中
国
に
お
け
る
健
康
保
健
を

議
論
せ
よ
と
要
求
す
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
他
の
中
国
人
研
究
者
の
議
論
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

三
．
范
瑞
平
の
議
論

本
論
文
集
の
中
で
、
実
質
的
に
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
主
唱
者
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
范
瑞
平
と
陶
黎
寶
華
の
二
人
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
范
瑞
平
が
そ
の
論
文
﹁
中
国
の
健
康
保
健
に
対
す
る
儒
教
の
再
構
築
の
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
お
い
て
生
命
倫
理
と
儒

教
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
る
の
か
、
見
て
み
た
い
。

范
氏
は
冒
頭
で
、
急
激
な
高
齢
化
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
健
康
保
健
体
制
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
都
市
と
農
村
の
格

差
、
現
在
の
社
会
保
険
制
度
の
問
題
点
、
市
場
化
の
不
均
衡
︵＂
公
営
＂
病
院
と
私
立
病
院
の
競
争
が
公
正
な
状
態
に
な
い
︶、
医

師
に
よ
る
高
度
な
医
療
資
源
の
過
度
か
つ
不
適
正
な
使
用
、
薬
剤
の
仕
入
れ
価
格
と
処
方
価
格
の
格
差
︵
製
薬
会
社
か
ら
の
リ

ベ
ー
ト
︶、
そ
れ
に
伴
う
医
療
費
の
高
騰
、
最
終
的
に
は
医
療
に
お
け
る
信
頼
の
喪
失
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
、
先
ず
原
則
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
現
代

中
国
に
は
倫
理
に
つ
い
て
、
二
つ
の
対
立
す
る
見
方
が
存
在
す
る
と
い
う
。
一
つ
は
、
倫
理
は
経
済
体
制
に
よ
っ
て
決
定
す
る
相

対
的
な
も
の
と
す
る
見
方
、
も
う
一
つ
は
個
々
人
が
平
等
な
権
利
を
有
す
る
と
い
う
﹁
社
会
民
主
主
義
的
﹂
見
方
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
前
者
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
、
後
者
は
改
革
開
放
以
降
に
西
洋
か
ら
導
入
さ
れ
た
見
方
で
あ
る
が
、
范
氏
は
両
方
と

も
誤
り
で
あ
る
と
退
け
る
。
前
者
は
人
々
の
倫
理
観
に
よ
っ
て
社
会
が
形
成
さ
れ
る
点
を
軽
視
し
、
後
者
は
倫
理
的
に
正
し
い
こ
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と
と
権
利
を
混
同
し
て
お
り
︵
例
え
ば
、
弱
者
を
助
け
る
こ
と
が
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
弱
者
が
助
け
ら
れ
る
権
利

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
︶、
道
徳
的
危
機
を
帰
結
す
る
と
い
う
。

そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
范
氏
が
主
張
す
る
の
が
、
儒
教
の
再
構
築
︵R
econstructionist C

onfucianism

︶
に
よ
る
倫
理
原
則
で
あ

る
。
そ
れ
は
﹁
天
﹂
に
よ
り
命
じ
ら
れ
、
人
性
と
し
て
人
に
内
在
し
、
聖
人
と
し
て
体
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
生
産
関
係
の
如
何
に

か
か
わ
ら
ず
絶
対
的
で
あ
り
︵
倫
理
相
対
主
義
の
否
定
︶、
し
か
し
、
自
律
的
個
人
で
は
な
く
、
家
族
と
徳
を
志
向
す
る
︵﹁
社
会

民
主
主
義
﹂
の
否
定
︶。
儒
教
の
徳
目
の
中
で
、
范
氏
が
健
康
保
健
の
分
野
に
お
い
て
特
に
重
要
視
す
る
の
は
﹁
仁
義
﹂
と
﹁
誠

信
﹂
で
あ
る
。﹁
仁
﹂
は
親
子
の
間
の
愛
︵
親
︶
を
全
て
の
人
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
が
、
平
等
的
な
博
愛
で
は
な
く
、
社

会
関
係
の
違
い
に
相
応
じ
た
愛
で
あ
る7
。﹁
義
﹂
は
利
益
に
誘
惑
さ
れ
ず
、
そ
の
場
の
状
況
︵
社
会
関
係
︶
に
適
合
し
た
正
し
い

行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、徳
を
︵
ひ
い
て
は
有
徳
者
を
︶
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
儒
教
の
家
族
主
義
︵fam

ilism

︶

と
エ
リ
ー
ト
主
義
︵elitism

︶
と
い
う
原
則
を
構
成
す
る
。﹁
誠
﹂
は
こ
の
﹁
仁
義
﹂
を
衷
心
か
ら
実
現
し
よ
う
と
す
る
指
向
性
、

﹁
信
﹂
は
他
者
の
福
祉
へ
の
誠
実
な
関
わ
り
を
指
す
。
儒
教
は
、
こ
れ
ら
の
倫
理
原
則
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
有
財
産
の
保
護

︵
根
拠
は
﹃
孟
子
﹄
滕
文
公
上
篇
三
章
の
﹁
恒
産
な
く
し
て
恒
心
な
し
﹂︶
と
、
市
場
︵
自
由
経
済
︶
を
重
視
し
た
︵
根
拠
は
﹃
孟

子
﹄
滕
文
公
上
篇
四
章
の
陳
相
と
の
論
争
︶。﹁
誠
信
﹂
に
基
づ
く
統
治
は
、
家
族
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
の
自
律
性
を
尊
重
し
、

弱
者
へ
の
援
助
を
行
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
范
氏
が
構
築
す
る
儒
教
的
健
康
保
健
制
度
と
は
、
基
本
的
に
医
療
費
を
負
担
す
る
単
位
は
家
族
と
し
、
政
府
の
役

割
は
︵
弱
者
の
保
護
も
し
く
は
大
災
害
の
よ
う
な
非
常
事
態
を
除
き
︶
家
族
が
必
要
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
自
由
な
医
療
市
場

を
維
持
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
当
然
、
不
平
等
が
存
在
す
る
が
、
儒
教
の
理
念
は
怠
惰
な
者
が
勤
勉
な
者
︵
有
徳

者
︶
と
同
等
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
を
容
認
し
な
い
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
農
村
で
は
課
税
を
引
き
下
げ
、
農
村
向
け
医
療
市

場
が
成
立
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
一
部
を
除
き
公
営
病
院
を
私
営
化
す
る
こ
と
、
私
立
病
院
の
設
立
と
運
営
を
促
進
す
る
こ
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と8
、
医
師
の
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
が
主
張
さ
れ
る
。

但
し
、
范
氏
が
狙
っ
て
い
る
の
は
単
に
市
場
化
に
基
づ
く
健
康
保
健
政
策
の
提
案
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
家
族
中
心
の
保
険
市

場
を
通
し
て
儒
教
的
倫
理
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
経
済
体
制
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
范
氏
の
見
る
と
こ
ろ
、

市
場
化
の
様
々
な
弊
害
は
社
会
成
員
間
の
信
頼
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
。
信
頼
が
確
立
す
る
た
め
に
は
、
個
人
と

組
織
の
両
方
に
お
い
て
倫
理
的
完
全
さ
︵m

oral integrity

︶
が
必
要
で9
、
そ
れ
は
儒
教
の
﹁
誠
信
﹂
を
国
家
、
組
織
、
個
人
の
あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

范
瑞
平
の
議
論
は
、
そ
の
宗
教
的
と
言
っ
て
も
良
い
情
熱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
欠
点
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に

そ
れ
ら
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
く
な
ら
、

①
マ
ル
ク
ス
主
義
的
倫
理
相
対
主
義
と
﹁
社
会
民
主
主
義
的
﹂
倫モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド

理
危
機
の
両
方
に
満
足
せ
ず
、
別
種
の
倫
理
原
則
を
希
求
す

る
と
い
う
論
理
は
分
か
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
儒
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
不
明
。

こ
の
点
は
范
氏
自
身
が
充
分
に
自
覚
し
て
い
る
。
如
何
な
る
﹁
内
容
の
あ
る
倫
理
﹂
も
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
普
遍
的
・
客
観

的
根
拠
は
存
在
せ
ず
、
一
種
の
＂
信
仰
＂
の
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。

②
そ
の
儒
教
倫
理
の
要
約
︵﹁
仁
義
﹂﹁
誠
信
﹂︶
を
認
め
る
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
時
代
に
よ
っ
て
、
ま
た
思
想
家
に

よ
っ
て
異
な
る
点
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
儒
教
自
体
が
多
義
的
な
構
造
で
あ
る
と
い
う
後
述
す
る
問
題
と
関
係
す
る
の
で
あ
る
が
、
范
氏
が
引
用
す
る
儒
教

経
典
は
、
ほ
ぼ
﹃
論
語
﹄﹃
孟
子
﹄﹃
中
庸
﹄
に
限
定
さ
れ
、
儒
教
が
様
々
な
考
え
方
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。
例
え
ば
、
儒
教
は
﹁
徳
﹂
を
尊
重
す
る
︵
尊
賢
︶
こ
と
か
ら
、
医
療
資
源
の
公
平
な
分
配
が
否
定
さ
れ
、
よ
り
勤
勉
な
者

が
そ
れ
に
見
合
っ
た
分
配
を
受
け
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
が
、
勤
勉
︵
徳
︶
と
怠
惰
︵
不
徳
︶
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で

判
断
す
る
の
か
。﹁
徳
﹂
の
具
体
的
内
容
は
多
様
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
し
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
現
実
に
存
在
す
る
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不
当
な
差
別
を
承
認
す
る
も
の
に
し
か
な
る
ま
い
。

③
儒
教
が
﹁
家
族
主
義
﹂
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
内
容
は
や
は
り
多
様
で
あ
り
、
必
ず
し
も
医
療
費
の
負
担
は
家
族

の
義
務
で
、
家
族
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
政
策
が
必
要
だ
と
い
う
結
論
を
導
か
な
い
。

儒
教
に
お
い
て
﹁
孝
﹂
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、﹁
孝
﹂
の
思
想
は
家
族
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
論

理
︵
だ
け
︶
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
戦
国
～
漢
代
の
儒
者
た
ち
が
、
親
へ
の
﹁
孝
﹂
と
君
主
へ
の
﹁
忠
﹂
が
矛
盾
し
た
時
に
は
ど

う
す
る
か
と
い
う
問
題
を
通
し
て
、
既
に
充
分
に
議
論
し
た
点
で
あ
る
。
確
か
に
儒
教
は
家
族
内
の
愛
情
と
秩
序
感
を
一
般
社
会

へ
拡
大
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
同
時
に
家
庭
内
の
愛
情
が
直
ち
に
社
会
正
義
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
気
が
つ

い
て
お
り
、
そ
れ
が
﹁
孝
﹂
に
関
す
る
多
様
な
議
論
に
反
映
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
言
う
と
、
戦
国
～
漢

代
の
﹁
孝
﹂
の
思
想
で
は
、
無
条
件
に
家
族
の
自
主
性
と
不
可
侵
性
を
承
認
す
る
こ
と
な
く
、
親
子
の
愛
情
と
権
威
の
関
係
を
比

喩
的
に
君
臣
関
係
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
主
権
︵
社
会
全
体
に
お
け
る
権
威
︶
を
正
当
化
す
る
構
造
を
有
し
、
従
っ

て
結
果
的
に
家
族
関
係
は
君
臣
関
係
の
下
に
置
か
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
言
え
る11
。
范
氏
が
﹁
孝
﹂
を
家
族
の
自
主
性
・
自

律
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
西
洋
的
な
解
釈
の
感
が
あ
り
、
シ
ニ
カ
ル
に
言
う
な
ら
、
自
由
至
上
主
義
の

﹁
人
格
﹂
を
家
族
に
置
き
換
え
た
の
が
、
范
氏
の
儒
教
理
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
儒
教
が
家
族
の
財
産
所
有
権
と
市
場
を
重
ん
じ
た
と
い
う
の
も
、
一
面
的
な
読
み
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
も
後
述
す
る
点
と
重
な
る
が
、
国
家
と
個
人
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
儒
教
は
多
義
的
で
あ
り
、
単
に
﹁
夜
警
国

家
﹂
的
な
国
家
観
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
范
氏
が
財
産
所
有
権
重
視
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
﹃
孟
子
﹄
滕
文
公

上
篇
三
章
は
井
田
制
を
主
張
し
た
部
分
と
し
て
著
名
な
箇
所
で
あ
る
。﹁
方
里
に
し
て
井
し
、
井
は
九
百
畝
に
し
て
そ
の
中
を
公

田
と
な
し
、
八
家
を
み
な
百
畝
を
私
と
し
て
、
同
に
公
田
を
養
う
﹂︵
一
里
四
方
九
百
畝
の
土
地
を
九
等
分
し
て
、
外
側
の
八
区

画
を
八
家
族
に
分
配
し
、
中
央
の
一
区
画
を
共
同
耕
作
せ
し
め
て
、
賦
税
に
あ
て
る
︶
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
極
め
て
＂
社
会
主
義
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的
＂
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
家
族
に
対
す
る
強
い
統
制
︵
し
か
も
范
氏
が
嫌
う
平
等
的
な
︶
の
考
え
方
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

全
体
と
し
て
、
范
氏
の
儒
教
理
解
は
か
な
り
一
面
的
だ
と
言
え
る
。
た
だ
、
既
に
二
〇
〇
八
年
の
発
表
で
論
じ
た
よ
う
に
、

我
々
が
近
代
的
な
も
の
の
考
え
方
に
満
足
で
き
ず
、
何
ら
か
の
伝
統
的
価
値
観
に
訴
え
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
新
し
い
考
え
方
を

構
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
創
造
的
読
み
込
み
︵
解
釈
︶
を
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
し
て
解
釈
は
常

に
一
面
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
自
体
が
問
題
だ
と
は
言
え
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
理

論
枠
組
み
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
に
儒
教
を
当
て
は
め
て
い
る
印
象
が
否
め
な
い
点
に
あ
る
。
結
果
的
に
、
范
氏
の
﹁
儒
教
的
生
命

倫
理
﹂
は
、
自
由
至
上
主
義
と
共
同
体
主
義
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
儒
教
志
向
が
情
熱
的
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
儒
教
の
特
徴
を
生
か
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
范
氏
の
議
論
が
力
を
発
揮
し
て
い

る
の
は
、
儒
教
の
名
目
の
下
に
自
由
至
上
主
義
的
視
点
を
滑
り
込
ま
せ
て
い
る
が
故
に
、
現
在
の
中
国
大
陸
の
政
治
体
制
に
対
す

る
強
い
批
判
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、﹁
計
画
生
育
﹂
政
策
を
転
換
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
、
政
府
は
統
制
的

な
政
策
を
や
め
、
儒
教
的
価
値
の
体
現
者
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
良
く
表
れ
て
い
る
。

四
．
陶
黎
寶
華
の
議
論

続
い
てJulia T

ao

の
論
文
﹁
儒
教
に
お
け
る
信
頼
、
市
場
と
健
康
保
健
改
革
﹂
に
移
り
た
い
。
陶
氏
は
香
港
大
学
を
経
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
で
学
位
を
取
得
。
范
瑞
平
と
違
っ
て
、
学
術
上
の
経
歴
で
は
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
と
の

接
点
は
な
い
。
そ
の
論
文
は
、
市
場
化
の
過
程
の
中
で
、
信
頼
と
信
頼
性
︵trust and reliability

︶
の
確
保
に
儒
教
が
ど
の
よ
う

な
貢
献
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
先
ず
、
市
場
化
が
医
療
分
野
に
お
け
る
信
頼
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
か
の
イ
ン
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タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
か
ら
始
ま
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
市
場
化
が
医
療
従
事
者
の
道
徳
性
と
信
頼
は
低
下
さ
せ
た
と
い
う
意

見
と
、
向
上
し
た
と
い
う
意
見
の
正
反
対
に
分
か
れ
た
。
こ
こ
か
ら
陶
氏
は
、﹁
信
頼
﹂
に
は
三
つ
の
違
う
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
は
別
の
﹁
信
頼
﹂
を
意
味
し
て
い
る
と
言
う
。
第
一
の
レ
ベ
ル
は
﹁
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
﹂
な
信
頼
で
あ
り
、

患
者
の
弱
さ
の
故
に
医
療
従
事
者
は
患
者
の
福
利
の
た
め
に
尽
く
す
責
任
が
あ
る
と
い
う
、
伝
統
的
な
医
療
倫
理
の
主
張
を
指
し
、

患
者
の
依
存
と
自
律
の
欠
如
を
前
提
と
す
る
。
第
二
の
レ
ベ
ル
は
﹁
戦
術
的
﹂
信
頼
で
あ
り
、
契
約
や
売
買
に
お
け
る
手
続
き
と

ル
ー
ル
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
信
頼
に
お
い
て
は
、
個
人
は
自
分
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
よ
う
に
行
為
す
る
、

自
己
中
心
的
、
自
律
的
、
責
任
を
有
す
る
主
体
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
信
頼
そ
れ
自
体
に
は
道
徳
的
意
味
は
な
い
。
陶
氏
は
、
現

在
の
市
場
化
に
お
い
て
は
、
第
一
の
レ
ベ
ル
の
信
頼
が
減
退
す
る
一
方
、
第
二
の
意
味
の
信
頼
が
急
速
に
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

は
説
明
責
任
と
適
正
な
情
報
の
伝
達
を
促
進
す
る
が
、
同
時
に
﹁
疑
惑
に
満
ち
た
文
化
﹂
を
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
す

る
。
信
頼
に
は
よ
り
深
い
意
味―
合
っ
た
こ
と
は
な
く
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
違
っ
た
よ
う
に
見
え
る
人
で
も
、
同
じ
人
間
性
を

共
有
し
て
お
り
、
相
互
に
意
思
疎
通
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
信
念―

が
あ
る
の
で
あ
り
、
彼
女
は
こ
れ
を
﹁
道
徳
的
﹂
信
頼

と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
同
じ
社
会
の
成
員
と
し
て
︵
意
見
は
違
っ
て
も
︶
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う

信
念
で
あ
り
、
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
相
手
と
真
剣
に
か
か
わ
る
責
務
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

儒
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
﹁
信
﹂
が
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
歴
史
的
に
事
実
で
あ
る
し
、
民
衆
の

生
活
と
交
易
の
条
件
を
保
証
す
る
﹁
戦
術
的
﹂
な
レ
ベ
ル
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
﹁
道
徳
的
﹂
信
頼
を
意
味
し
て
い
た
と
い
う
の

が
、
陶
氏
の
見
解
で
あ
る
。
例
え
ば
范
氏
も
引
用
し
た
﹃
孟
子
﹄
滕
文
公
上
篇
三
章
︵
井
田
制
の
話
︶
を
引
用
し
て
、
為
政
者
が

生
活
の
た
め
の
資
源
を
公
平
︵equitable

）
に
分
配
す
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
り
人
々
を
満
足
さ
せ
、﹁
信
﹂
を
獲
得
し
、
最
終
的

に
は
信
頼
と
相
互
性
に
支
え
ら
れ
た
共
同
体
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。﹁
信
﹂
は
人
間
性
の
完
全
な
表
れ

で
あ
る
﹁
仁
﹂
の
体
現
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
人
間
性
を
︵
潜
在
的
に
︶
保
有
し
て
い
る
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
信
頼
と
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敬
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
性
︵
尊
厳
︶
に
対
す
る
敬
意
が
な
け
れ
ば
、
社
会
自
体
が
成
り
立
た
な
い
︵﹃
論
語
﹄
顏
淵
篇

第
七
章
︶。
医
療
も
ま
た
﹁
道
徳
的
﹂
信
頼
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
弱
者
を
助
け
る
点
に
お
い
て
﹁
道
徳

的
﹂
信
頼
の
体
現
に
他
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
健
康
保
健
制
度
に
お
い
て
も
、
儒
教
的
な
﹁
信
﹂
の
伝
統
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

制
度
に
対
す
る
過
度
な
依
存
と
、
他
者
に
対
す
る
過
度
の
不
信
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

陶
氏
の
議
論
に
も
幾
つ
か
の
欠
点
は
あ
る
。
例
え
ば
、﹁
道
徳
的
﹂
信
頼
を
増
幅
す
る
と
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
こ
と
か
︵
儒

教
の
重
要
性
を
叫
び
つ
づ
け
る
の
か
︶
明
確
さ
を
欠
く
し
、﹁
道
徳
的
﹂
信
頼
︵
即
ち
人
間
性
へ
の
信
頼
と
敬
意
︶
が
、
儒
教
的

な
人
間
性
に
限
定
さ
れ
る
の
か
︵
儒
教
的
価
値
を
身
に
つ
け
て
い
る
人
だ
け
が
信
頼
の
対
象
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
儒
教
と

は
無
縁
の
人
々
も
信
頼
の
対
象
に
な
る
の
か
︶、
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
、
儒
教
の
﹁
信
﹂
の
中
に
人
間
性
に
対
す
る
根
源
的

信
頼
と
い
う
レ
ベ
ル
︵﹁
繋
が
り
の
感
覚
﹂︶
を
発
見
し
た
こ
と
は
、
説
得
的
で
あ
る
し
、
成
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
極
め
て

興
味
深
い
の
は
、
同
じ
く
儒
教
的
価
値
観
を
強
調
し
な
が
ら
、
市
場
と
儒
教
の
関
連
づ
け
が
、
范
氏
と
陶
氏
で
は
対
照
的
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
范
氏
は
儒
教
か
ら
家
族
主
義
と
エ
リ
ー
ト
主
義
と
い
う
原
則
を
抽
出
し
、
家
族
が
基
礎
単
位
と
な
る
自
由
な
市
場

を
主
張
し
、
儒
教
は
財
産
権
と
市
場
を
肯
定
す
る
と
し
た
。
陶
氏
は
自
由
な
市
場
を
決
し
て
否
定
は
し
な
い
が
、
自
己
中
心
的
で

自
律
的
な
個
人
と
い
う
、
市
場
が
前
提
と
す
る
人
間
観
を
、﹁
繋
が
り
の
感
覚
﹂
と
い
う
あ
る
意
味
で
全
体
的
な
人
間
観
の
下
位

に
置
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
同
じ
く
﹃
孟
子
﹄
滕
文
公
上
篇
三
章
を
引
用
し
な
が
ら
、
范
氏
が
そ
こ
か
ら
財
産
権
の
擁
護
を
読

み
取
り
、
陶
氏
が
資
源
の
公
平
な
分
配
を
読
み
取
る
こ
と
が
、
象
徴
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
︵
范
氏
が
﹁
尊
賢
﹂
を
根
拠
に
、

﹁
公
平
﹂
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
︶。
言
う
ま
で
も
な
く
、
陶
氏
の
方
が
国
家
の
市
場
に
対
す
る
何
ら
か

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
期
待
す
る
と
い
う
議
論
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
︵
但
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
︶。
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五
．
邱
仁
宗
そ
の
他
の
議
論

実
は
、
本
論
文
集
に
寄
稿
し
て
い
る
論
者
の
全
て
が
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
唱
道
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
全

て
の
論
者
が
健
康
保
健
に
お
い
て
儒
教
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
両
者
を
ど
う
接
続
さ

せ
る
か
に
つ
い
て
の
考
え
は
様
々
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
中
国
大
陸
の
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
採
っ
て
い
る
の
か

を
見
る
こ
と
で
、
明
瞭
に
な
る
。

例
え
ば
、
中
国
に
始
め
て
生
命
倫
理
と
い
う
分
野
を
導
入
し
た
邱
仁
宗11
は
、
現
在
の
医
療
制
度
改
革
が
生
み
出
し
た
諸
問
題
の

根
本
に
あ
る
の
は
、
改
革
の
目
的
が
政
府
の
負
担
減
に
設
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
賃
金
上
昇
以
上
の
医
療
費
負
担
増
を
招
い
た
こ

と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
医
療
制
度
は
効
率
や
出
費
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
や
公
正
さ
な
ど
、
多
様
な
基
準
か
ら
構

築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
公
正
さ
の
欠
如
は
結
果
的
に
効
率
を
損
な
う
。
市
場
化
の
主
唱
者
は
、
格
差
は
不
正
義
で
は
な
い
と
す

る
が
︵
こ
れ
は
范
瑞
平
の
意
見
で
あ
る
︶、
生
命
と
健
康
保
健
は
万
人
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
点
で
の
貧
富
の
格
差
は
不
正
義
で

あ
る
。
ま
た
、
健
康
は
経
済
や
環
境
、
運
命
な
ど
、
個
人
の
努
力
を
越
え
た
多
様
な
要
素
に
依
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
全
て
自
己
責

任
と
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。
更
に
、
現
在
の
健
康
保
健
上
の
問
題
の
原
因
は
市
場
化
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
正
常
な
市
場
化
が

行
わ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
す
る
、
本
論
文
集
所
載
のFrederic Fransen

の
議
論
に
対
し
て
は
、
正
常
な
市
場
と
不
正
常
な
市

場
を
そ
も
そ
も
区
別
で
き
る
の
か
と
、
疑
問
を
呈
す
る
。
医
者―
患
者
関
係
が
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
は
、
医
者
の
患
者
に
対
す
る

搾
取
を
可
能
に
す
る
と
い
う
面
と
、
医
者
の
患
者
に
対
す
る
責
任
を
要
請
す
る
と
い
う
面
の
両
面
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
市
場
自

体
に
道
徳
性
が
な
い
以
上
、
市
場
に
前
者
を
阻
止
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
れ
故
に
伝
統
的
な
医
療
倫
理
は
、
修
養
の
必

要
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
市
場
に
公
共
善
︵
公
正
性
の
保
証
、
予
防
医
療
、
弱
者
救
済
、
環
境
保
護
な
ど
︶
の
遂
行
を
求

め
ら
れ
な
い
以
上
、
政
府
に
そ
れ
ら
を
行
な
う
義
務
が
あ
り
、
医
療
分
野
か
ら
の
政
府
の
撤
退
は
誤
り
で
あ
る
、
と
論
じ
る
。



第一部

研究発表

32

同
様
に
、
曹
永
福
ほ
か
に
よ
る
論
文
は
、
健
康
保
健
改
革
は
儒
教
的
価
値
観
︵
仁
︶
を
体
現
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
価
値

観
の
内
実
と
は
、
政
府
が
政
策
と
財
政
支
援
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
発
揮
し
て
、
弱
者
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
杜

治
政
の
論
文
に
お
い
て
も
、
健
康
保
健
は
万
人
に
と
っ
て
の
権
利
で
、
市
場
に
委
ね
る
べ
き
商
業
的
な
財
で
は
な
い
と
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
政
府
は
市
場
の
監
督
と
介
入
を
強
め
る
と
共
に
、
非
営
利
病
院
や
農
村
医
療
へ
の
資
金
援
助
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

更
に
医
者
・
患
者
間
の
不
信
に
対
し
て
は
、
儒
教
と
伝
統
医
学
の
道
徳
を
発
揚
す
る
こ
と
で
、﹁
信
﹂
の
回
復
に
努
め
る
べ
き
こ

と
が
主
張
さ
れ
る
。
現
実
に
起
き
て
い
る
道
徳
上
の
危
機
に
対
し
て
伝
統
的
道
徳
へ
の
回
帰
を
叫
ぶ
と
い
う
の
は
︵
よ
く
見
ら
れ

る
論
理
で
あ
る
︶
実
効
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、
市
場
へ
の
不
信
と
、
政
府
の
道
徳
的
役
割
と
介
入
を
求
め
る
傾
向
は
、
中

国
大
陸
の
研
究
者
に
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
も
最
低
限
の
医
療
保
障
を
政
府
が
行
う
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
、
中
国
大
陸
の
研
究
者
も
更
な
る

市
場
化
は
必
要
︵
も
し
く
は
不
可
避
︶
と
考
え
て
い
る
の
で
、
邱
仁
宗
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
政
策
提
言
と
し
て

は
そ
れ
程
大
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
発
表
の
視
点
は
政
策
と
し
て
の
健
康
保
健
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
が
生
命
倫
理
と
伝
統
︵
儒
教
︶
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
る
か
に
あ
る
の
で
、
そ
の
視
点
か
ら
言
う
と
、
全
く
正
反
対
の
儒

教
理
解―

即
ち
、
一
方
は
市
場
を
信
頼
し
て
、
政
府
の
役
割
を
最
小
化
さ
せ
る
こ
と
が
儒
教
の
理
念
に
か
な
う
と
言
い
、
一

方
は
全
く
逆
の
こ
と
を
主
張
す
る―

に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
を
理
解
す
る
上
で
、
中
国
医
学
の
伝

統
の
中
で
儒
教
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
、
も
し
く
は
儒
教
の
中
で
医
学
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た

か
を
瞥
見
す
る
こ
と
は
、
有
効
で
あ
ろ
う
。

中
国
医
学
に
お
け
る
医
療
倫
理
を
論
じ
たP

aul U
nschund

は
、
中
国
で
遂
に
独
立
の
医
療
専
門
職
が
︵
萌
芽
的
に
は
存
在
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︶
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
包
括
的
な
教
養
と
そ
の
公
平
な
分
配
を
志
向
す
る
儒
教
の
権
威
に
あ
る
と

し
た
。
儒
教
は
根
本
的
に
専
門
職
能
集
団
、
営
利
を
求
め
る
専
門
職
が
、
そ
の
資
源
を
排
他
的
に
支
配
す
る
こ
と
を
猜
疑
の
眼
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で
見
た
か
ら
、
医
療
技
術
を
そ
の
下
部
に
組
み
込
む
こ
と
で
︵
朱
熹
﹃
論
語
集
注
﹄
子
張
﹁
小
道
は
、
農
圃
医
卜
の
属
の
如
し
﹂︶、

そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
、
そ
の
時
の
設
定
は
二
面
的
で
あ
り
、
先
ず
医
療
行
為
は
基
本
的
に
家
族

単
位
で
実
践
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
︵
愈
弁
﹃
続
医
説
﹄︵
一
五
二
二
︶
自
序
﹁
親
に
事
え
る
者
は
医
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
﹂︶、

全
て
の
家
族
に
基
本
的
医
療
資
源
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
保
証
し
た
上
で
、
そ
れ
を
越
え
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
は
国
家
機
構

の
中
に
組
み
込
ん
だ12
。
例
え
ば
、
儒
教
の
経
典
で
あ
る
﹃
周
礼
﹄
に
は
六
つ
の
組
織
か
ら
な
る
官
僚
機
構
の
﹁
天
官
﹂
に
医
務
官

を
属
せ
し
め
て
い
る
。

　
﹁
医
師
、
医
の
政
令
を
掌
り
、
毒
薬
を
聚
め
て
以
て
医
事
に
共
︵
供
︶
す
。
凡
そ
邦
の
疾
病
あ
る
者
、
疕

は
れ
も
の

瘍き
ず

あ
る
者
造い
た

れ

ば
、
則
ち
医
を
し
て
分
ち
て
こ
れ
を
治
め
し
む
。﹂

　
﹁
疾
医
、
万
民
の
疾
病
を
養
う
を
掌
る
。
…
…
凡
そ
民
の
疾
病
あ
る
者
は
、
分
ち
て
こ
れ
を
治
む
。
死
終
す
れ
ば
、
則
ち

各
々
其
の
所
以
を
書
き
て
、
医
師
に
入
る
。﹂

　
﹁
瘍
医
、
…
…
凡
そ
瘍
あ
る
者
は
、
其
の
薬
を
受
く
。﹂

﹁
医
師
﹂
を
頂
点
と
す
る
医
務
官
は
、
単
に
宮
廷
の
侍
医
あ
る
い
は
研
究
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に

治
療
を
行
う
＂
国
営
保
健
機
構
＂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
経
典
上
の
理
念
が
ど
れ
く
ら
い
実
効
性
が

あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
と
し
て
も13
、U

nschund

が
言
う
よ
う
に
、
儒
教
に
お
け
る
健
康
保
健
は
極
め
て
＂
社
会
主
義
的
＂
と

い
う
一
面
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
范
瑞
平
が
言
う
よ
う
に
、
家
族
が
そ
の
成
員
の
健
康
保
健
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
国
家
が
万
人
の
健
康
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
も
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
先
に
要
約
し
た
中
国
大
陸
の
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生
命
倫
理
学
者
の
主
張
の
背
景
に
、
そ
の
よ
う
な
儒
教
理
念
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
利
潤
を
求
め
る
専
門
職
へ
の
不
信
と

あ
い
ま
っ
て
、
自
由
な
健
康
保
健
市
場
と
い
う
主
張
は
説
得
力
を
欠
く
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

六
．
ま
と
め

以
前
、
別
の
拙
稿
で
も
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
試
み
で
用
い
ら
れ
て
い
る
戦
略
は
、
①
標
準
的
生

命
倫
理
の
考
え
方
を
西
洋
の
伝
統
に
基
づ
く
見
方
と
し
て
一
元
的
に
規
定
し
た
上
で
、
②
儒
教
を
そ
れ
と
異
な
る
見
方
と
し
て
対

置
さ
せ
，
違
っ
て
い
る
部
分
に
注
目
し
て
再
構
成
し
、
③
そ
れ
を
標
準
的
生
命
倫
理
で
用
い
ら
れ
る
概
念
︵
近
代
的
分
析
概
念
︶

で
語
る
、
と
要
約
で
き
る14
。﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
が
標
準
的
生
命
倫
理
に
対
抗
す
る
別
の
論
理
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
動
機
か

ら
儒
教
を
参
照
し
て
い
る
以
上
、
あ
る
意
味
で
は
一
面
的
な
儒
教
理
解
に
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

人
類
の
思
想
史
は
常
に
以
前
の
言
説
を
参
照
し
、
そ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
で
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
解
釈
は
常
に
一

面
的
な
読
み
込
み
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
面
的
な
儒
教
理
解
も
、
儒
教
を
現
代
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
生
産
的

な
再
構
築
で
あ
る
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
発
表
者
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
、
本
論
文
集
を
分
析
し
て
み
て
気
が
つ
い
た
の
は
、
伝
統
の
解
釈
︵
読
み
込
み
︶
も
、
度
が
過
ぎ
る
と
、
説
得

性
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
来
的
に
儒
教
は
膨
大
な
体
系
で
あ
り
、
国
家
と
医
療
、
国
家
と
個
人
︵
家
族
︶
の
関
係

に
つ
い
て
、
様
々
な
見
方
を
含
ん
で
お
り
、
現
在
か
ら
見
る
と
、
曖
昧
で
す
ら
あ
る
。
個
人
の
尊
厳
、
自
由
、
権
利
、
保
健
、
市

場
な
ど
は
全
て
近
代
的
概
念
で
あ
り
、
儒
教
自
体
の
中
に
あ
る
概
念
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
近
代
的
概
念
を
用
い
て
儒
教
を
整
理

し
よ
う
と
し
た
ら
、
曖
昧
に
見
え
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
よ
う
な
試
み
に
お
い
て
、

解
釈
者
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
儒
教
イ
メ
ー
ジ
が
抽
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
議
論
に
説
得
性
を
賦
与
す
る
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の
は
、
儒
教
の
中
に
併
存
す
る
様
々
な
︵
相
互
に
矛
盾
す
る
か
も
し
れ
な
い
︶
要
素
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
整
合
的
に
整
理

す
る
こ
と
を
通
し
て
︵
ち
ょ
う
ど
陶
黎
寶
華
が
﹁
信
﹂
に
つ
い
て
行
っ
た
よ
う
に
、
で
あ
る
︶、
論
者
が
主
張
し
た
い
部
分
を
抽

出
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
と
范
瑞
平
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
儒
教
の
中
に
は
市
場
の
自
由
、
家
族
の
自
律
性
と
い
う
要
素
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
か
ら
、
彼
ら
の
議
論
が
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
論
点
は
、
儒
教
の
中
か
ら
抽
出
し
た
と
い

う
よ
り
、
先
ず
論
者
の
信
念
に
基
づ
く
結
論
が
あ
り
、
儒
教
の
中
に
そ
れ
に
合
う
要
素
を
探
し
た
と
い
う
印
象
が
否
め
な
い
。
そ

の
よ
う
な
方
法
を
採
っ
た
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
、
儒
教
に
つ
い
て
全
く
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
抽
出
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ

か
ら
、
反
対
意
見
を
持
つ
人
々
に
対
し
て
充
分
に
説
得
的
な
主
張
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
伝
統
的
価
値
観
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
を
志
向
す
る
場
合
、
解
釈
と
い
う
一
方
的
な
読
み
込
み
が
入
る
こ
と

は
避
け
が
た
い
が
、
そ
れ
で
も
真
摯
に
伝
統
と
向
か
い
合
う
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
真
摯
に
伝
統
と
向
か
い
合
う
と
は
、
伝

統
の
中
に
自
分
が
評
価
し
な
い
要
素
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
評
価
し
た
り
、
排
除
し
た
り
す
る
の
は
、
そ
の
後
で
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

［
註
］

1 

池
澤
﹁
生
命
倫
理
と
文
化
・
伝
統―

儒
教
的
生
命
倫
理
の
構
築
の
試
み
を
通
し
て
﹂、﹃
死
生
学
研
究
特
集
号
：
﹁
東
ア
ジ
ア
の
死
生

学
へ
﹂﹄、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
二
〇
〇
九
年
、
な
ら
び
に
﹁
中
国
に
お
け
る
生
命
倫
理
言
説
に
見
る
宗
教
性―

人
間
の
尊
厳
と
有
徳
の
共
同
体
﹂、﹃
宗
教
研
究
﹄
三
六
一
号
、
二
〇
〇
九
年
。

2 

健
康
保
健
改
革
は
、
一
九
八
七
年
の
改
革
開
放
政
策
以
来
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
杜
治
政
論
文
に
依
る
な
ら
、
公
営
病
院
へ
の
独

立
採
算
制
の
導
入
︵
一
九
八
七
～
一
九
〇
〇
年
︶、
健
康
保
健
へ
の
市
場
性
の
導
入
︵
私
立
病
院
の
許
可
、
一
九
九
〇
～
一
九
九
七
年
︶、
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そ
れ
ま
で
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
保
険
制
度
の
導
入
︵
国
家
、
事
業
所
、
個
人
の
分
担
負
担
、
但
し
都
市
部
の
み
。

一
九
九
七
～
二
〇
〇
三
年
︶、
運
営
の
規
則
の
強
化
︵
二
〇
〇
四
年
～
︶
の
四
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
一
連
の
改
革
に
よ
っ
て
、
医
療
水

準
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
が
、
同
程
度
に
患
者
の
医
療
費
負
担
も
上
昇
し
、
医
患
紛
争
、
過
剰
診
療
、
医
師
と
製
薬
会
社
の
癒
着
、
付
け

届
け
︵
紅
包
︶
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
文
集
所
載
の
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

3 

執
筆
者
紹
介
の
欄
で
の
所
属
は
大
連
医
科
大
学
に
な
っ
て
い
る
。

4 
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
本
部
が
あ
る
、
出
版
や
教
育
を
行
う
企
業
。

5 

先
ず
、
発
表
者
は
＂
中
国
の
生
命
倫
理
に
お
い
て
は
、
文
化
的
伝
統
に
訴
え
る
傾
向
は
希
薄
で
あ
る
＂
と
し
た
が
︵
二
〇
〇
九
年
の
台
北

で
の
発
表
﹁
現
代
的
宗
教
性
と
し
て
の
生
命
倫
理―

中
国
の
事
例
を
題
材
に
﹂︶、
そ
の
後
、
分
析
の
対
象
を
広
げ
る
中
で
、
こ
の
要

約
は
必
ず
し
も
正
鵠
を
射
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
伝
統
を
過
重
に
重
視
す
る
傾
向
を
表
す
中
国
大

陸
に
お
け
る
生
命
倫
理
の
研
究
書
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
周
海
春
、﹃
中
国
医
徳
﹄︵
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
︶
が
あ
る
。
該
書

で
は
欧
米
の
生
命
倫
理
を
伝
統
的
な
医
学
倫
理
に
比
べ
﹁
相
対
的
﹂
で
あ
る
と
し
て
︵﹁
相
対
的
﹂
と
い
う
の
は
、
何
ら
か
の
価
値
規
範

が
普
遍
的
に
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
従
っ
て
個
人
の
選
択
を
至
上
の
価
値
と
す
る
傾
向
の
こ
と
ら
し
い
︶、
相
対
化
し
た
上
で
、
医

学
倫
理
と
生
命
倫
理
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
超
克
す
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
周
氏
の
主
張
は
﹁
儒
教
的
生
命
倫
理
﹂
の
運
動
と
は

直
接
の
接
点
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
的
な
生
命
倫
理

⇔

中
国
の
伝
統
的
倫
理
と
い
っ
た
二
元
的
な
問
題
設
定
の
立
て
方
の
上
で
は
よ
く
似

て
い
る
︵
実
際
、
周
氏
の
書
は
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
を
し
ば
し
ば
引
用
し
、
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
︶。

6 
E

ngelhardt, H
. T

ristram
. T

he F
oundation of B

ioethics. Second E
dition . O

xford U
niversity P

ress, 1996. 

な
お
本
書
の
第
一
版
は

一
九
八
六
年
刊
。

7 

父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
順
、
朋
友
の
信
の
い
わ
ゆ
る
五
倫
。

8 

例
え
ば
、
医
療
保
険
制
度
の
改
革
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
暫
定
的
に
、
現
在
は
保
険
支
給
の
対
象
が
公
営
病
院
で
の
施
療
に
限
定
さ
れ
て
い

る
の
を
、
私
立
病
院
に
も
拡
大
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。

9 

こ
の
﹁
倫
理
的
完
全
性
﹂
と
い
う
概
念
は
、
本
論
文
集
のA

na Iltis

の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
。Iltis

は
そ
の
概
念
を
組
織
が
特
定
の

価
値
観
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
理
念
と
目
的
を
規
定
し
、
そ
れ
を
公
表
し
、
か
つ
誠
実
に
実
現
に
努
め
る
こ
と
︵
個
人
の
場
合
は
、
そ
の
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理
念
に
誠
実
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
︶
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
特
定
の
目
的
の
た
め
に
人
為
的
に
組
織
さ
れ
た
集
団

︵
企
業
体
の
よ
う
な
︶
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
、
そ
れ
を
社
会
全
体
ま
で
適
用
で
き
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。

11 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
池
澤
﹃﹁
孝
﹂
思
想
の
宗
教
学
的
研
究―

古
代
中
国
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の
思
想
的
発
展
﹄、
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
参
照
。

11 
一
九
三
二
年
、
蘇
州
生
ま
れ
、
清
華
大
学
文
学
院
卒
業
。
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
研
究
員
、
応
用
倫
理
研
究
中
心
主
任
︵
現
在

は
退
官
し
て
、
名
誉
上
級
研
究
員
︶。

12 
P

aul U
. U

nschund, M
edical E

thics in Im
perial C

hina: A
 Study in H

istorical A
nthropology , U

niversity of C
alifornia P

ress, 1979.

13 

た
だ
、
漢
代
以
降
、
中
央
・
地
方
官
制
に
医
務
官
が
置
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
少
な
く
と
も
唐
代
に
は
、
治
療
・
教
育
組
織
と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。﹃
新
唐
書
﹄
百
官
志
四
下
に
は
﹁
醫
學
博
士
一
人
…
…
掌
療
民
疾
。
貞
觀
三
年
︵
六
二
九
︶、
置
醫
學
、

有
醫
藥
博
士
及
學
生
。
開
元
元
年
︵
七
一
三
︶、
改
醫
藥
博
士
為
醫
學
博
士
、
諸
州
置
助
教
、
寫
﹃
本
草
﹄﹃
百
一
集
驗
方
﹄
藏
之
。
未
幾
、

醫
學
博
士
・
學
生
皆
省
、
僻
州
少
醫
藥
者
如
故
。
二
十
七
年
︵
七
三
九
︶、
復
置
醫
學
生
、
掌
州
境
巡
療
。
永
泰
元
年
︵
七
六
五
︶、
復

置
醫
學
博
士
。
三
都
・
都
督
府
・
上
州
・
中
州
、
各
有
助
教
一
人
。
三
都
學
生
二
十
人
、
都
督
府
・
上
州
二
十
人
、
中
州
・
下
州
十
人
。﹂

と
あ
る
。
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池
澤
﹁
宗
教
学
的
生
命
倫
理
研
究
の
た
め
の
素
描―

私
論
︵
上
︶﹂、﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
一

日
、
一
～
十
六
頁
。﹁
宗
教
学
的
生
命
倫
理
研
究
の
た
め
の
素
描―

私
論
︵
下
︶﹂、﹃
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
﹄
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
八

年
三
月
三
十
一
日
、
十
三
～
二
十
九
頁
。


